
－ 歴史が鳴らす警鐘 －
けい しょう

おおいたの地震と津波
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平
成
23
年
３
月
11
日
に
東
日
本
大
震
災
が
起
こ
り
、
大
変
な

被
害
が
で
ま
し
た
。
大
分
に
お
い
て
も
大
津
波
を
伴
っ
た
大
き

な
地
震
が
慶
長
元
年
（
１
５
９
６
）、
宝
永
４
年
（
１
７
０

７
）、
安
政
元
年
（
１
８
５
４
）
に
発
生
し
て
い
ま
す
。

  

現
在
よ
り
も
自
然
に
対
し
て
お
そ
れ
や
敬
い
の
心
が
強
か
っ

た
昔
の
人
々
は
、
津
波
か
ら
命
を
守
る
た
め
に
様
々
な
工
夫
や

準
備
を
し
ま
し
た
。
そ
れ
は
現
代
の
私
た
ち
に
と
っ
て
も
大
切

な
こ
と
で
す
。
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写
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台
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写
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佐
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水
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の
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代
浦
で
す
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中
央
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台
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あ
る
の
が
養
福
寺
で
す
。

写
真
は
佐
伯
市
米
水
津
の
浦
代
浦
で
す
。

中
央
の
高
台
に
あ
る
の
が
養
福
寺
で
す
。

　

津
波
の
到
達
点
や
被
害
状
況
は
、
村
や
藩
の
記
録
に
遺

さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
記
録
は
、
私
た
ち
の
安
全
の
た
め
の

大
切
な
情
報―

歴
史
が
鳴
ら
す
警
鐘―

と
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
は
、次
の
よ
う
に
ま
と
め
て
い
ま
す
。

●
津
波
の
状
況
を
地
震
ご
と
、地
域
ご
と
に
ま
と
め
て
い
ま
す
。

●
津
波
の
記
録
と
解
読
文
、現
代
語
訳
を
載
せ
て
い
ま
す
。

●
史
料
名
の
下
の（　

）内
に
所
蔵
者
を
表
記
し
ま
し
た
。

　

ま
ず
、緑
色
の
下
地
が
つ
い
た
部
分
を
見
て
く
だ
さ
い
。

一･･･

村
中
ハ
養
福
寺
へ
逃
れ･･･

①
津
波
情
報
を
伝
達
す
る

　

津
波
が
来
る
こ
と
を
人
々
に
知
ら
せ
る
た
め
に
、
佐
伯

藩
で
は
大
筒
（
大
砲
）
を
打
ち
、
臼
杵
藩
で
は
太
鼓
を
打

ち
鳴
ら
し
ま
し
た
。

地
震
沖
合
高
波
ニ
て
市
中
人
気
不
穏
候
ニ
付
、
先

年
之
御
当
り
を
以
、
津
波
為
相
図
大
筒
持
せ

大
筒
を
打
つ

大地震・大津波の碑（佐伯市米水津　養福寺）

大分県立先哲史料館

①
経
験
に
学
ぶ　

②
防
災
体
制
を
整
え
る

  

宝
永
４
年
の
地
震
・
津
波
を
経
験
し
た
佐
伯
藩
で
は
、

津
波
が
来
た
場
合
の
情
報
伝
達
の
方
法
を
決
め
、
城
の
門

を
開
い
て
高
台
に
領
民
を
避
難
さ
せ
る
こ
と
も
決
め
て
い

た
よ
う
で
す
。
ま
た
、
新
た
に
堤
防
を
築
い
て
津
波
に
備

え
ま
し
た
。

一
万
一
此
上
大
地
震
・
津
波
等
有
之
候
ハ
ヽ
、
宝
永

　

四
亥
年
之
御
当
り
を
以
、
大
手
搦
御
門
開
之

地
震
に
備
え
て

未
来
へ
伝
え
る

地
震
が
来
た
ら

②
安
全
な
場
所
へ
避
難
す
る

　

津
波
が
城
下
へ
押
し
寄
せ
た
と
き
、
佐
伯
藩
で
は
領
民

に
山
に
登
る
よ
う
に
命
令
し
、
高
台
に
あ
る
城
に
避
難
す

る
こ
と
も
許
可
し
ま
し
た
。
米
水
津
の
浦
代
浦
で
は
、
宝

永
の
地
震
の
経
験
を
生
か
し
、
安
政
の
地
震
の
と
き
に

は
、
村
の
人
々
は
こ
れ
ま
で
津
波
が
来
て
い
な
い
養
福
寺

ま
で
避
難
し
ま
し
た
。

大分県立先哲史料館
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慶
長
元
年
７
月
12
日
に
起
こ
っ
た
大
地
震
は
、
別
府
湾
﹇
日

出
生
断
層
帯
﹈
を
震
源
と
す
る
地
震
で
、
別
府
湾
沿
岸
の
地
域

を
大
き
な
津
波
が
襲
い
、
多
く
の
被
害
が
出
ま
し
た
。

﹇
別
府
湾
沿
岸
を
襲
っ
た
津
波
﹈

　

津
波
は
激
し
い
勢
い
で
別
府
湾
沿
岸
の
各
地
に
押
し
寄

せ
、
府
内
（
大
分
）
の
沖
ノ
浜
は
何
一
つ
残
ら
ず
、
海
に

な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
津
波
の
高
さ
は
７
ブ
ラ
サ
（
１

ブ
ラ
サ
は
ポ
ル
ト
ガ
ル
で
は
1.8
ｍ
）
と
伝
え
ら
れ
て
い
ま

す
。
浜
脇
（
別
府
）、
日
出
や
頭
成
（
日
出
）、
佐
賀
関
の

一
部
も
津
波
に
襲
わ
れ
ま
し
た
。

　

内
陸
部
に
も
被
害
が
出
ま
し
た
。
高
田
（
大
分
）
で

は
、
５
㎞
以
上
も
川
を
さ
か
の
ぼ
っ
た
津
波
に
襲
わ
れ
、

多
く
の
家
が
倒
れ
、
人
命
も
奪
わ
れ
ま
し
た
。
府
内
で
は

建
物
の
大
半
が
倒
れ
、
内
陸
の
湯
布
院
で
は
降
り
続
い
た

雨
と
、
度
々
の
地
震
に
よ
っ
て
山
が
崩
れ
、
村
が
飲
み
込

ま
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
地
震
と
津
波
の
様
子
と
各
地
の
被
害
状
況
は
、
府

内
の
沖
ノ
浜
で
船
宿
を
営
ん
で
い
た
ブ
ラ
ス
（B

las

）
の

証
言
に
基
づ
い
て
、
当
時
長
崎
に
い
た
ル
イ
ス
・
フ
ロ
イ

ス
が
作
成
し
た
報
告
に
詳
し
く
書
か
れ
て
い
ま
す
。

慶
長
元
年
（
１
５
９
６
）
の
大
地
震

＊
沖
ノ
浜
の
位
置
に
つ
い
て

　
「
府
内
か
ら
１
レ
グ
ア
（
5.57
㎞
）
の
所
に
多
く
の
船
の
寄
港

地
お
よ
び
港
で
あ
る
海
に
面
し
た
場
所
が
あ
り
、
そ
れ
は
沖
ノ

浜
（O

q
u
in
o
fam
a

）
と
称
す
る
大
き
な
町
（V

illa

）
で
し

た
。
」
と
紹
介
さ
れ
て
い
ま
す
。

＊
フ
ロ
イ
ス
と
は

　

ル
イ
ス
・
フ
ロ
イ
ス
は
、
ポ
ル
ト
ガ
ル
出
身
の
イ
エ
ズ
ス
会

司
祭
で
、
１
５
６
３
年
に
来
日
し
ま
し
た
。
織
田
信
長
や
大
友

宗
麟
と
親
交
が
あ
り
、
在
日
中
の
出
来
事
を
記
録
し
て
ヨ
ー

ロ
ッ
パ
に
送
り
ま
し
た
。
慶
長
の
大
地
震
の
報
告
も
そ
の
一
つ

で
す
。
ま
た
、『
日
本
史
』
と
い
う
初
期
の
日
本
教
会
史
を
ま

と
め
ま
し
た
。
書
く
こ
と
に
喜
び
を
感
じ
る
人
だ
っ
た
よ
う
で

す
。

＊
津
波
の
高
さ
に
つ
い
て

　

フ
ロ
イ
ス
が
記
録
し
た
津
波
の
高
さ
は
７
ブ
ラ
サ
（
12.6
ｍ
）

で
す
が
、
府
内
の
被
害
状
況
や
、
他
の
記
録
を
あ
わ
せ
て
考
え

る
と
、
７
ブ
ラ
サ
よ
り
低
か
っ
た
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

﹇
府
内
（
沖
ノ
浜
）
を
襲
っ
た
津
波
﹈

　

岡
藩
の
船
奉
行
で
あ
っ
た
柴
山
勘
兵
衛
重
成
と
そ
の

妻
、
養
父
の
柴
山
両
賀
は
沖
ノ
浜
に
住
ん
で
い
ま
し
た
。

慶
長
元
年
の
７
月
、
突
然
大
地
震
が
起
き
、
大
津
波
が
押

し
寄
せ
、
屋
敷
は
海
中
へ
沈
ん
で
し
ま
い
ま
し
た
。
勘
兵

衛
は
屋
根
の
上
に
出
る
た
め
に
刀
で
屋
根
を
切
り
破
っ
て

上
に
出
ま
し
た
。
そ
こ
へ
大
き
な
船
板
が
流
れ
て
き
た
の

で
乗
り
移
り
ま
し
た
が
、
引
き
潮
で
沖
に
流
さ
れ
る
危
険

な
目
に
あ
い
ま
し
た
。
し
か
し
、
波
が
お
さ
ま
っ
て
船
に

助
け
ら
れ
て
今
津
留
（
大
分
）
に
着
く
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
と
こ
ろ
が
、
今
津
留
も
津
波
に
襲
わ
れ
て
い
て
、
人

の
家
も
見
え
な
い
と
い
う
悲
惨
な
状
況
で
し
た
。

　

こ
の
府
内
を
襲
っ
た
津
波
と
被
害
に
つ
い
て
は
、「
柴
山

勘
兵
衛
記
」
に
記
録
さ
れ
て
い
ま
す
。

─ 1 ─

フロイスの報告をイタリア語に　　　
翻訳して刊行された書籍

フ
ロ
イ
ス
の
報
告
の
翻
訳
（
要
約
）

①
津
波
の
発
生

「
夜
間
に
、
そ
の
村
（p

u
eblo

）
に
風
が
全
く
な
い
の

に
、
突
然
轟
音
を
轟
か
せ
、
う
な
り
を
上
げ
て
二
、
三

度
波
が
押
し
寄
せ
ま
し
た
。
津
波
が
激
し
く
波
立
っ
た

の
で
、
村
よ
り
高
く
７
ブ
ラ
サ
（
１
ブ
ラ
サ
＝
ほ
ぼ
１

尋
、
ポ
ル
ト
ガ
ル
で
は
1.8
ｍ
）
以
上
も
持
ち
上
が
り
ま

し
た
。
」

「
大
波
（
津
波m

a
r

）
は
激
し
い
勢
い
で
半
レ
グ
ア

（
2.8
㎞
）
ま
で
﹇
陸
地
に
﹈
入
り
込
み
、
何
回
も
陸
地

の
奥
ま
で
達
し
ま
し
た
。
津
波
が
押
し
寄
せ
た
と
き
、

沖
ノ
浜
の
村
に
は
何
一
つ
残
り
ま
せ
ん
で
し
た
。･･･

あ
の
地
獄
の
壷
（
桶tarro

）
は
す
べ
て
を
飲
み
込
ん

で
、
男
も
女
も
子
供
も
老
人
も
、
雄
牛
や
雌
牛
、
家
々

や
財
産
も
一
緒
に
持
っ
て
行
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
一

切
が
深
い
海
に
変
わ
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
が
、
あ
た
か

も
そ
こ
に
は
村
が
何
も
な
か
っ
た
か
の
よ
う
で
す
。
」

②
被
害
状
況

⑴
沖
ノ
浜
以
外
の
被
災
地

同
じ
海
岸
に
沿
っ
て
沖
ノ
島
に
続
い
て
い
る
浜
沖
（
浜

脇
、fam

ao
q
i

）、
鶴
（tcu

ru

）、
日
出
（fin

ji

）、
頭
成

（caxiran
ari

）、
佐
賀
関
の
一
部
が
水
の
下
に
な
っ
て

し
ま
い
ま
し
た
。
浜
沖
（
浜
脇
）
で
は
そ
の
村
全
体
で

た
だ
一
人
の
キ
リ
ス
ト
教
徒
だ
け
が
助
か
っ
た
、
と
言

わ
れ
て
い
ま
す
。

⑵
海
港
の
沖
ノ
浜
に
碇
泊
し
て
い
た
秀
吉
の
貢
米
を
積
ん

　

だ
多
数
の
船
と
、
商
人
た
ち
の
船
が
こ
と
ご
と
く
破
壊

　

さ
れ
、
あ
る
い
は
沈
み
ま
し
た
。

⑶
府
内
の
市
の
戸
数
５
０
０
０
軒
の
う
ち
、
２
０
０
軒
が

　

倒
壊
を
免
れ
ま
し
た
。
避
難
し
て
い
た
下
層
民
等
が

　

戻
っ
て
来
て
５
０
０
０
人
の
住
民
が
住
ん
で
い
ま
す
。

⑷
府
内
の
２
寺
院
が
倒
壊
、
宣
教
師
が
ミ
サ
に
使
っ
た
バ

　

ス
テ
ィ
ア
ン
の
小
さ
な
家
は
倒
壊
し
た
異
教
徒
達
の
家

　

の
真
ん
中
に
あ
っ
て
残
存
し
ま
す
。

⑸
キ
リ
ス
ト
教
徒
４
０
０
０
人
以
上
が
い
る
高
田
に
は
大

　

き
な
川
が
あ
り
、
波
が
１
レ
グ
ア
（
5.57
㎞
）
以
上
の
上

　

流
域
に
入
り
込
ん
で
多
く
の
家
が
倒
壊
し
多
数
の
人
が

　

死
に
ま
し
た
。

⑹
府
内
か
ら
１
日
行
程
の
由
ノ
院
（
由
布
院
）
で
は
山
崩

　

れ
で
村
が
押
し
つ
ぶ
さ
れ
、
信
仰
が
さ
め
た
キ
リ
ス
ト

　

教
徒
数
名
を
含
む
殆
ど
の
者
が
死
に
ま
し
た
。

し
ば
や
ま
か
ん 

べ　

え  

し
げ
な
り

　
　
　
　
　
　
　
　

ご
う
お
ん　

  

と
ど
ろ

ひ
ろ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ひ

 

じ　

う  

だ
ん
そ
う
た
い

ひ　

じ　
　

か
し
ら
な
り

 

け
い 

ち
ょ
う



＊
か
み
の
関
と
は

「
か
み
の
関
」
に
つ
い

て
は
複
数
の
説
が
あ
り

ま
す
が
、
江
戸
時
代
初

期
の
絵
図
に
佐
賀
関
半

島
の
北
側
（
別
府
湾

岸
）
を
「
上
関
村
」
と

記
し
、
南
側
（
佐
賀
関

漁
港
）
を
「
佐
賀
関
村
」

と
記
し
て
い
ま
す
の
で
、

「
玄
与
日
記
」に
記
さ
れ

た
「
か
み
の
関
」
は
佐

賀
関
半
島
の
北
側
の
こ

と
と
思
わ
れ
ま
す
。

﹇
佐
賀
関
を
襲
っ
た
津
波
﹈

　

佐
賀
関
は
、
別
府
湾
に
面
し
た
半
島
の
北
半
分
（
上

関
、
現
在
の
佐
賀
関
港
）
の
被
害
が
大
き
か
っ
た
よ
う
で

す
。
家
は
流
さ
れ
、
命
を
失
っ
た
人
の
数
も
わ
か
ら
な
い

ほ
ど
で
し
た
。

　

こ
の
被
害
状
況
は
、
玄
与
と
い
う
人
が
、
地
震
が
起

こ
っ
た
年
に
鹿
児
島
か
ら
京
都
ま
で
旅
を
し
て
、
そ
の
道

中
で
の
出
来
事
や
見
聞
き
し
た
こ
と
な
ど
を
記
録
し
た

「
玄
与
日
記
」
に
書
か
れ
て
い
ま
す
。

─ 2 ─

夫
よ
り
さ
か
の
関
迄
御
着
被
成
候
、
去
七
月

十
二
日
之
地
震
之
時
、
か
み
の
関
と
申
浦
里
ハ
、
大
波
に
ひ
か
れ

て
家
か
ま
と
も
な
し
、
い
の
ち
を
失
な
ふ
も
の
数
を
し
ら
す
、

哀
な
る
事
と
も
な
り
（
後
略
）

解
読
文

現
代
語
訳

解
読
文
（
／
で
改
行
を
示
し
て
い
ま
す
）

①
（
旅
の
途
中
で
玄
与
一
行
は
佐
賀
関
に
到
着
し
ま
し

た
。
）
七
月
十
二
日
の
地
震
の
時
に
、
か
み
の
関
と
い
う

浦
里
が
大
波
に
ひ
か
れ
て
、
家
や
か
ま
ど
も
な
く
な
っ
て

し
ま
い
ま
し
た
。
命
を
失
っ
た
者
も
数
が
わ
か
り
ま
せ

ん
。
哀
れ
な
こ
と
で
す
。

現
代
語
訳

「
玄
与
日
記
」
（
国
立
公
文
書
館
）

「
柴
山
勘
兵
衛
記
」

同
閏
七
月
五
日
ニ
重
成
内
室
始
テ
平
産
有
リ
、
同
九
日
大
地
震
シ
テ

沖
浜
ノ
浦
ヨ
リ
／
潮
ヲ
ヒ
タ
ヽ
シ
ク
セ
キ
上
、
①
大
波
立
テ
両
賀
ノ

屋
シ
キ
海
中
ト
成
ル
、
重
成
イ
ソ
キ
家
ノ
／
系
図
ト
度
々
ノ
感
状
ノ

入
タ
ル
挾
箱
ト
持
鑓
ハ
カ
リ
ヲ
取
出
シ
テ
、
内
室
ト
タ
ヽ
二
人
家
／

ノ
ヤ
ネ
ヲ
脇
指
ニ
テ
切
ヤ
ブ
リ
、
②
二
人
ト
モ
ニ
ヤ
ネ
ノ
上
ニ
居
テ
有

リ
ケ
ル
所
ニ
、
七
尋
ハ
カ
リ
／
有
ル
舟
板
家
ノ
上
ニ
ナ
カ
レ
カ
ヽ
リ

タ
リ
、
是
ヲ
幸
ノ
事
ト
思
イ
テ
、
二
人
ト
モ
ニ
乗
テ
有
／
ケ
レ
ハ
、

③
引
潮
ニ
沖
ニ
引
出
サ
レ
テ
ア
ヤ
ウ
キ
事
度
々
有
リ
、
シ
ハ
ラ
ク
有

リ
テ
波
モ
風
／
モ
シ
ツ
マ
ル
ト
思
フ
時
ニ
、
小
イ
サ
キ
船
ヲ
ヲ
シ
テ

来
ル
者
有
テ
、
此
船
ニ
ノ
ラ
セ
ラ
レ
候
ラ
／
ヘ
タ
ス
ケ
申
ヘ
シ
ト
云

ケ
レ
ハ
、
二
人
ナ
カ
ラ
ウ
レ
シ
ク
テ
イ
ソ
イ
テ
舟
ニ
ノ
リ
タ
リ
、
書

物
ノ
／
箱
ヲ
モ
鎗
ヲ
モ
取
ノ
セ
テ
此
者
ニ
タ
ス
ケ
ラ
レ
行
ケ
ル
ナ

リ
、
シ
ハ
シ
ノ
ア
イ
タ
ニ
今
津
／
留
ト
云
所
ノ
嶋
ニ
著
ケ
ル
ニ
、
此
所

モ
大
波
ニ
崩
レ
テ
人
家
モ
見
ヘ
ス
ナ
リ
ケ
ル
、
此
所
ノ
／
氏
神
ニ
天

満
宮
有
リ
、
二
人
ト
モ
ニ
爰
ニ
休
居
テ
ツ
カ
レ
ヲ
ハ
ラ
シ
ケ
ル
、
内

室
ハ
産･･･

（
後
略
）

佐
賀
関（
上
関
）の
絵
図

①
地
震
の
あ
と
、
大
き
な
波
が
起
こ
っ
て
両
賀
（
柴
山
勘

　

兵
衛
の
養
父
）
の
屋
敷
が
波
に
の
ま
れ
海
中
に
な
り
ま

　

し
た
。

②
勘
兵
衛
夫
婦
は
津
波
か
ら
逃
れ
る
為
に
屋
根
を
刀
で
切

　

破
っ
て
屋
根
の
上
に
登
り
、
そ
こ
へ
、
七
尋
（
約
13

　

ｍ
）
の
船
板
が
流
れ
着
き
ま
し
た
。
幸
い
な
こ
と
と

　

思
っ
て
夫
婦
は
こ
れ
に
乗
り
移
り
ま
し
た
。

③
津
波
の
引
き
潮
に
よ
っ
て
沖
に
引
出
さ
れ
て
、
危
う
い

　

事
が
度
々
あ
り
ま
し
た
。

寛永海部大分大野三郡図（部分）
（臼杵市教育委員会）

早吸日女神社
別の史料では佐賀関にある早吸日女神社（佐賀関神社）
の鳥居が津波により流されたとあります。

佐賀関（上関）
別府湾に面する現在の佐賀関の様子。
この港の家がなくなってしまいました。

はや す　ひ　め じんじゃ

げ
ん  

よ



﹇
杵
築
を
襲
っ
た
津
波
﹈

　

杵
築
で
は
、
海
辺
は
す
べ
て
水
没
し
、
奈
多
八
幡
宮
の

本
殿
や
拝
殿
・
楼
門
・
鳥
居
ま
で
も
が
水
没
し
ま
し
た
。

ま
た
、
神
場
洲
（
現
在
の
住
吉
浜
）
の
内
側
は
「
天
下
無

双
」（
世
の
中
に
並
ぶ
も
の
が
な
い
）
と
ほ
め
ら
れ
て
い
た

港
で
し
た
が
、
津
波
に
よ
っ
て
被
害
が
出
ま
し
た
。

　

こ
の
こ
と
は
、
杵
築
藩
士
の
是
永
六
雅
が
中
世
か
ら
近

世
の
杵
築
の
記
録
を
ま
と
め
た
「
豊
城
世
譜
」
に
書
か
れ

て
い
ま
す
。

─ 3 ─

慶
長
元
年
七
月
十
二
日
当
イ
ワ
ウ

灘
よ
り
津
浪
起
り
、
海
辺
都
て
沈

没
す
、
①
奈
多
宮
本
社
拝
殿
楼
門

鳥
居
残
な
く
沈
没
す
、
神
場
洲

と
い
ふ
ハ
、
文
禄
年
中
迄
ハ
、
今
の
洲

崎
よ
り
南
の
沖
の
方
へ
十
町
斗

り
洲
有
て
、
並
木
の
松
原
茂
り

栄
へ
、
其
末
に
観
音
の
有
て
、
此
辺

の
士
農
工
商
歩
ミ
を
運
ひ
、
依
之
、

此
洲
の
内
ハ
波
風
な
く
旅
泊
の

大
船
小
船
も
碇
を
入
、
纜
を
結
事

な
く
、
②
天
下
無
双
の
湊
な
り
し
か
、

津
浪
に
沈
没
し
て
水
底
と
成
、
今

十
町
斗
り
沖
に
立
た
る
ミ
ヲ
木
は
、
観

音
堂
の
跡
水
底
ニ
残
り
し
岩
尾
の
上

に
建
ル
、
是
ハ
出
入
の
船
の
為
に
建
置

れ
し
と
也
、
其
外
沈
没
少
か
ら
す

文
略
之

解
読
文

神
場
洲
（
「
豊
後
国
志
」
附
図
「
国
東
郡
」（
部
分
））

「
豊
城
世
譜　

乾
」

【1】

現
代
語
訳

①
奈
多
宮
本
社
・
拝
殿
・
楼
門
や
鳥
居
が
残
す
事
な
く
津

　

波
に
よ
り
沈
没
し
ま
し
た
。

②
（
神
場
洲
の
内
側
は
）
天
下
無
双
の
港
で
し
た
が
津
波

　

に
よ
っ
て
海
底
へ
沈
没
し
て
し
ま
い
ま
し
た
。

【2】

【1】【2】

奈
多
八
幡
宮

上
は
浜
よ
り
本
殿
を
望
む
、
下
は
参
道
よ
り
海
を
望
ん

だ
写
真
で
す
。
こ
の
よ
う
に
奈
多
八
幡
宮
は
海
の
す
ぐ

側
に
建
て
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
　

は
い
で
ん　
　

ろ
う
も
ん　
　

と
り 

い

　
　
　
　
　
　

 
か
ん
ば
の
す

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

こ
れ
な
が
り
く 

が

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ほ
う
じ
ょ
う
せ
い
ふ



宝
永
４
年
（
１
７
０
７
）
の
大
地
震

﹇
米
水
津
を
襲
っ
た
津
波
﹈

　

米
水
津
の
浦
代
浦
は
、
強
烈
な
大
津
波
に
襲
わ
れ
、
村

は
ほ
と
ん
ど
水
没
し
ま
し
た
。
津
波
は
高
台
に
あ
る
養
福

寺
の
石
段
を
二
段
残
す
高
さ
（
約
11.5
ｍ
）
ま
で
押
し
寄
せ

ま
し
た
。
色
利
浦
で
も
内
陸
部
ま
で
津
波
が
押
し
寄
せ
、

ま
し
た
。
こ
の
津
波
の
様
子
や
被
害
状
況
は
、
浦
代
浦
の

庄
屋
成
松
家
の
「
宝
永
四
亥
年
高
潮
之
記
録
」
に
詳
し
く

書
か
れ
て
い
ま
す
。
村
の
記
録
と
し
て
と
て
も
大
切
で
、

日
常
か
ら
の
用
心
の
大
切
さ
も
強
調
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

宮
野
浦
で
は
、
高
台
に
あ
る
迎
接
庵
の
石
段
ま
で
津
波

が
来
た
と
伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

宝
永
４
年
10
月
４
日
に
起
こ
っ
た
大
地
震
は
、
東
海
道
沖

（
静
岡
県
）
か
ら
四
国
沖
（
高
知
県
）﹇
ほ
ぼ
南
海
ト
ラ
フ
全

域
﹈
の
広
い
範
囲
を
震
源
と
す
る
、
日
本
最
大
級
の
大
地
震
で

し
た
。
大
分
県
で
も
県
南
地
域
を
中
心
に
、
大
き
な
揺
れ
と
津

波
に
よ
り
多
く
の
被
害
が
あ
り
ま
し
た
。
ま
た
沿
岸
の
地
域
以

外
で
も
、
竹
田
の
岡
城
で
は
揺
れ
に
よ
っ
て
城
の
建
物
や
石
垣

が
崩
潰
し
ま
し
た
。

─ 4 ─

【1】　

宝
永
四
亥
年
高
潮
之
記
録

一
宝
永
四
亥
年
十
月
四
日
昼
之
八
ツ
時
ニ

南
之
方
お
び
た
だ
し
く
鳴
リ
、
時
を
不
移

大
地
震
致
候
て
、
家
内
壱
人
も
不
居
立

退
候
処
、
又
無
程
同
時
之
下
刻
ニ
波

浦
中
ニ
打
渡
シ
、
浦
白
は
一
面
湖
之

こ
と
く
相
見
へ
申
候
て
、
色
利
浦
は
田
の
尻

【2】　

よ
り
泥
立
、
其
侭
に
ご
り
皆
人
出
ん
と

思
候
所
ニ
、
沖
よ
り
網
さ
わ
ぎ
帰
ル
を
見
候
処
、

波
先
ニ
て
少
々
相
見
、
汐
差
込
事

限
リ
な
く
、
浦
々
家
財
屋
敷
共
ニ

畠
迄
も
流
申
候
、
①
浦
白
は
養
福
寺

迄
も
汐
差
込
程
ニ
御
座
候
処
、
仏
神
之

御
加
護
ニ
て
御
座
候
哉
、
石
壇
二
ツ
計

【3】　

残
リ
申
候
、
色
利
浦
は
尾
花
の
山
、
峰
押

之
山
八
合
迄
汐
差
込
申
候
、
②
東
網
代
は

広
岡
之
山
、
本
谷
は
尾
花
之
下
迄
、

又
峯
押
之
下
は
坂
口
迄
汐
み
ち
申
候
、

西
谷
は
広
岡
之
下
墓
原
迄
汐
差

込
申
候
、
色
利
浦
ニ
て
人
弐
人
死
ス
、
浦
白
ニ
て

拾
八
人
死
ス
、
小
浦
竹
野
浦
ニ
て
は
死
人
な
し
、

解
読
文

「
宝
永
四
亥
年
高
潮
之
記
録
」
（
個
人
）

①
浦
白
浦
で
は
養
福
寺
ま
で
津
波
が
押
し
寄
せ
ま
し
た

　

が
、
仏
や
神
が
助
け
て
く
れ
た
の
で
し
ょ
う
か
、
石
段

　

二
つ
を
残
す
と
こ
ろ
で
止
ま
り
ま
し
た
。

②
（
色
利
浦
）

東
（
風
）
網
代
は
広
岡
の
山
、
本
谷
は
尾
花
の
下
、

峰
押
山
の
下
は
坂
口
ま
で
潮
が
満
ち
、

西
谷
は
広
岡
の
下
墓
原
ま
で
潮
が
差
し
込
み
ま
し
た
。

現
代
語
訳

【1】【2】

【3】

米水津・浦代浦
中央の高台にあるのが養福寺です。青いラインが津波到達地点
です。

養
福
寺

石
段
は
当
時
の
物
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
昔
と
変
わ
ら
な
い

位
置
に
あ
り
ま
す
。
青
い
ラ
イ
ン
が
津
波
到
達
地
点
で
す
。

津
波
到
達
点

（
色
利
浦
に
つ
い
て
は
津
波
到
達
点
と
逃
げ
た
地
点
が
混
在
し
て
い

る
よ
う
で
す
。
）

こ
う
し
ょ
う
あ
ん

　
　

  

よ  

の  

う  

づ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

う
ら
じ
ろ
う
ら

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

よ
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ほ
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い



﹇
佐
伯
城
下
を
襲
っ
た
津
波
﹈

　

津
波
は
７
回
も
佐
伯
城
下
へ
入
り
込
み
ま
し
た
。
何
度

も
押
し
寄
せ
た
の
で
す
。
大
手
前
で
は
、
津
波
の
高
さ
は

５
尺
（
約
1.5
ｍ
）
で
、
他
の
場
所
で
は
９
尺
（
約
2.7
ｍ
）
〜

１
丈
（
約
３
ｍ
）
の
所
も
あ
り
ま
し
た
。
そ
の
た
め
、
藩

は
家
臣
や
町
の
人
た
ち
に
山
に
登
る
よ
う
に
命
令
し
、
高

台
に
あ
る
城
内
へ
入
る
こ
と
も
許
可
し
ま
し
た
。
津
波
に

よ
る
死
者
は
、
町
人
が
４
人
、
海
辺
の
者
が
18
人
で
し
た
。

　

津
波
が
お
さ
ま
っ
た
後
、
藩
は
大
土
手
（
堤
防
）
を
築

く
こ
と
を
命
じ
ま
し
た
。

　

こ
の
津
波
の
様
子
と
藩
の
対
応
、
被
害
状
況
は
、「
温
故

知
新
録
」
の
中
に
あ
る
、「
高
慶
公
御
手
日
記
写
」
と
「
御
祐

筆
方
覚
書
写
」「
諸
旧
記
」
に
詳
し
く
書
か
れ
て
い
ま
す
。

─ 5 ─

【1】　
（
宝
永
四
亥
年
十
月
四
日
）

　

一
今
午
ノ
下
刻
、
地
震
度
々
甚
強
く
有
之
、
外
記
・
金
兵
衛
・
六

郎
右
衛
門
江
申
付
、
其
外
／
用
人
共
郡
代
共
江
も
申
付
、
怪
我

人
無
之
様
随
分
可
申
付
旨
申
渡
候
、
地
震
止
／
候
と
追
付
①
高

潮
城
下
江
押
込
候
故
、
家
中
町
等
之
も
の
男
女
共
ニ
山
ニ
上
リ

候
／
様
申
付
、
城
内
江
も
無
遠
慮
候
間
、
勝
手
次
第
何
方
江
成

共
参
、
怪
我
無
／
之
様
、
火
之
元
念
入
可
申
付
旨
役
人
共
江
申

解
読
文
（
／
で
改
行
を
示
し
て
い
ま
す
）

現
代
語
訳

①
津
波
が
城
下
へ
押
し
寄
せ
て
来
る
の
で
、
家
臣
や
町
の

者
で
男
女
共
に
山
に
登
る
よ
う
言
い
な
さ
い
、
そ
し

て
、
城
内
へ
も
遠
慮
な
く
ど
こ
で
も
怪
我
が
無
い
よ
う

に
登
っ
て
き
な
さ
い
。

②
城
下
へ
津
波
は
昼
夜
合
わ
せ
て
七
度
、
初
め
の
波
は
強

く
冠
木
門
（
大
手
門
）
の
所
ま
で
押
し
寄
せ
、
そ
れ
か

ら
段
々
と
波
は
小
さ
く
な
っ
て
い
き
ま
し
た
。

③
城
下
へ
押
し
寄
せ
た
津
波
の
高
さ
は
九
尺
五
寸
余
、
場

　

所
に
よ
っ
て
異
な
る
。

④
大
手
前
で
は
津
波
の
高
さ
は
五
尺
（
約
1.5
ｍ
）
で
、
場

所
に
よ
っ
て
は
九
尺
（
約
2.7
ｍ
）
〜
壱
丈
（
約
３
ｍ
）

で
す
。

⑤
城
下
で
の
溺
死
は
四
人
で
内
一
人
が
女
性
で
し
た
。

在
浦
（
沿
岸
の
村
）
で
の
溺
死
は
十
八
人
で
し
た
。

付
候
、
尤
今
晩
な
と
ハ
城
内
其
外
共
／
勝
手
次
第
ニ
か
こ
ひ
申

付
、
当
分
皆
々
差
置
候
様
ニ
早
速
粥
等
申
付
給
さ
せ

【2】　

候
様
申
付
候
、

　

一
②
城
下
江
潮
差
込
候
事
昼
夜
七
度
、
初
両
度
大
分
ニ
て
冠
木
門

之
内
迄
差
込
候
、
／

夫
よ
り
は
段
々
少
ニ
在
之
候
由
申
候

【3】　

覚
一
城
内
差
て
破
損
無
之
候

一
侍
屋
敷
末
々
之
家
迄
余
程
之
及
破
損
候

一
養
賢
寺
大
破
、
其
外
寺
々
余
程
損
し
候

一
両
町
所
々
余
程
及
破
損
候

一
在
浦
家
数
四
百
八
十
六
軒
震
つ
ぶ
し
又
は
波
に
と
ら
れ
候

一
田
畑
高
二
千
四
百
六
十
四
石
八
斗
余
、
在
浦
永
荒
当
荒
両
様
ニ

　

て
損
毛

一
城
下
初
領
内
方
々
地
ゆ
り
ハ
り
申
候

一
城
下
土
手
崩
長
百
五
十
九
間
余
、
石
垣
百
廿
九
間

一
城
下
橋
数
大
小
十
七
ヶ
所
、
い
ぶ
二
ヶ
所

一
新
地
土
手
五
拾
七
町
余
浦
方

一
塩
堤
百
五
十
町
余
浦
方

一
在
浦
所
々
山
崩
大
小
拾
二
ヶ
所

一
③
城
下
江
押
込
候
波
之
高
サ
九
尺
五
寸
余
、
所
々
不
同

【4】　
（
十
月
九
日
）

　

一
④
大
手
前
ニ
て
高
波
高
サ
五
尺
、
所
ニ
よ
り
九
尺
壱
丈

【5】
一
⑤
城
下
ニ
て
流
死　

四
人
内
壱
人
女

　

一
在
浦
ニ
て
流
死　

十
八
人

迎接庵
↓

←津波到達点（海抜5.7m）

迎接庵
迎接庵の石段には、村の伝承をもとに
宝永４年の津波が、ここまで来たと刻
まれています。

宮野浦　遠景
宮野浦では迎接庵の石段まで津波が来
ました。

「
高
慶
公
御
手
日
記　

写
」（「
温
故
知
新
録
」、佐
伯
市
教
育
委
員
会
）

【1】【2】【3】「
御
祐
筆
方
覚
書　

写
」
（「
温
故
知
新
録
」、
佐
伯
市
教
育
委
員
会
）

【4】【5】

写
真
略

こうしょうあん

こうしょうあん

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

た
か
や
す
こ
う  

お  

て  

に
っ
き 

う
つ
し　
　
　
　

 

ご 

ゆ
う

ひ
つ
が
た
お
ぼ
え
が
き
う
つ
し
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現
代
語
訳

①
佐
伯
は
大
地
震
に
よ
り
津
波
が
城
下
へ
押
し
寄
せ
ま
し

　

た
。
こ
れ
に
よ
り
宝
永
四
年
、
本
町
に
枡
形
よ
り
臼
坪

　

蟹
田
ま
で
の
間
に
新
規
に
大
土
手
を
作
る
よ
う
命
令

　

し
、
土
手
下
の
大
明
神
松
ヶ
鼻
へ
続
く
本
道
が
出
来
ま

　

し
た
。

佐伯城　大手門前
大手門は残っていませんが、中央の横断歩道の辺りにありまし
た。背後の山が城山です。

「
諸
日
記
」
（「
温
故
知
新
録
」、
佐
伯
市
教
育
委
員
会
）

一
宝
永
四
亥
年
十
月
四
日
、
①
佐
伯
表
大
地
震
ニ
て
高
浪

御
城
下
迄
打
込
申
候
、
依
之
同
年
本
町
江
舛
形
よ
り
臼
坪

蟹
田
迄
新
規
ニ
大
土
手
被　

仰
付
、
土
手
下
大
明
神
松
ヶ
鼻

江
之
本
道
致
出
来
候
、
先
年
出
来
之
大
明
神
江
之
道
筋

右
高
浪
ニ
破
損
、
其
後
享
保
中
修
覆
被　

仰
付
候

解
読
文

馬場の堤防
宝永４年に築かれた大土手は残念ながら
残っていません（217号線沿い）。
しかし、佐伯鶴城高校とグランドの間に同
じ時期（享保４年）に築かれた土手があり
ます。

佐伯城下町　絵図
史料に出てくる場所等を絵図に表記しました。位置関係はこのよう
になります。



﹇
臼
杵
城
下
を
襲
っ
た
津
波
﹈

　

祇
園
洲
・
海
添
町
は
、
家
の
床
上
よ
り
３
〜
４
尺
（
約

１
ｍ
〜
1.2
ｍ
）
潮
が
上
が
り
ま
し
た
。
当
時
す
ぐ
側
が
海

だ
っ
た
祇
園
洲
や
海
添
町
で
は
、
人
の
高
さ
ぐ
ら
い
の
津

波
が
来
ま
し
た
。
ま
た
、
海
添
川
・
鑪
河
内
・
南
津
留
・

荒
田
川
・
北
津
留
・
北
ノ
川
・
末
広
・
革
道
辺
り
ま
で
海

水
が
溢
れ
、
溺
れ
て
死
ん
だ
人
の
数
も
わ
か
ら
な
い
く
ら

い
で
し
た
。
南
津
留
は
臼
杵
石
仏
の
近
く
で
、
海
か
ら
離

れ
た
所
で
す
。
津
波
は
沿
岸
部
を
襲
っ
た
だ
け
で
な
く
、

川
を
さ
か
の
ぼ
り
、
内
陸
部
に
も
被
害
を
与
え
ま
し
た
。

　

船
で
逃
げ
よ
う
と
し
た
人
も
い
ま
し
た
。
し
か
し
、
溺

れ
て
死
ん
だ
人
が
で
た
の
で
、
こ
れ
以
降
地
震
の
時
は
、

船
で
逃
げ
る
事
が
禁
止
さ
れ
ま
し
た
。

　

臼
杵
藩
で
は
こ
う
し
た
被
害
を
防
ぐ
た
め
に
、
太
鼓
を

打
っ
て
津
波
が
来
る
こ
と
を
人
々
に
知
ら
せ
ま
し
た
。

　

こ
の
よ
う
な
臼
杵
の
津
波
の
状
況
、
被
害
、
対
策
に
つ

い
て
は
、
加
嶋
弥
平
太
が
作
成
し
た
「
温
故
年
表
録
」
や

臼
杵
藩
の
「
日
記
分
類
頭
書
」
に
記
録
さ
れ
て
い
ま
す
。
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十
月
四
日
未
ノ
上
刻
大
地
震
ア
リ
、

半
時
計
過
ニ
山
潮
湧
キ
出
テ
津
浪

大
地
如
ク
覆
カ
鳴
動
ス
、
①
祇
園
洲
・
海
添

町
家
共
ニ
床
上
ヨ
リ
潮
ノ
高
事
三
四
尺

余
、
海
添
川
・
鑪
河
内
・
南
津
留
・
荒

田
川
・
北
津
留
・
北
ノ
川
・
末
広
・
革
道
辺

潮
溢
テ
溺
死
者
不
ス
知
員
ヲ

船
ニ
乗
リ
船
嶋
逃
退
者
溺
死
ス
、
掛
町

平
七
母
下
女
一
人
、
同
町
清
兵
衛
下
女
一

人
、
同
町
市
右
衛
門
妻
、
同
町
清
八
妻
、

同
町
又
右
衛
門
妻
等
六
人
、
横
町

吉
兵
衛
母
同
人
妻
同
娘
二
人
等

四
人
、
掛
町
問
屋
勘
兵
衛
客
船
、
肥

後
領
一
尺
屋
利
右
衛
門
船
三
人
乗

破
船
、
旅
二
人
、
府
内
ノ
商
人
、
佐
伯
ノ
商
人

合
テ
十
五
人
船
嶋
ニ
テ
溺
死
ス
、

②
右
ニ
付
、
以
来
地
震
之
節
、
船
ニ
て
立

退
候
義
停
止
被
ル
仰
付

「
温
故
年
表
録
」

（
臼
杵
市
教
育
委
員
会
）

「
日
記
分
類
頭
書
」
（
臼
杵
市
教
育
委
員
会
）

現
代
語
訳

①
祇
園
洲
・
海
添
町
と
も
に
家
の
床
上
よ
り
三
、
四
尺

　

（
約
１
ｍ
〜
1.2
ｍ
）
潮
が
上
が
り
ま
し
た
。
海
添
川
・

　

鑪
河
内
・
南
津
留
・
荒
田
川
・
北
津
留
・
北
ノ
川
・
末

　

広
・
革
道
辺
ま
で
潮
が
溢
れ
、
溺
死
者
の
数
も
わ
か
り

　

ま
せ
ん
。

②
（
船
で
逃
げ
て
溺
死
し
た
者
が
で
た
の
で
）、
こ
れ
以

　

降
地
震
の
時
は
、
船
で
逃
げ
る
事
を
禁
止
し
ま
す
。

現
代
語
訳

①
大
波
が
来
た
の
で
、
合
図
と
し
て
大
鞁（
太
鼓
）を
打
つ
。

海
添
の
町
並

南
津
留
（
臼
杵
石
仏
の
近
く
）

臼
杵
城
下
町　

絵
図
（
部
分
、
臼
杵
市
教
育
委
員
会
）

解
読
文

解
読
文

一
①
大
波
ニ
付
、
相
図
ニ
大
鞁
打
候
事

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

た
た
ら
が
わ
ち

あ
ふ　
　
　
　

お
ぼ

ぎ
お
ん
の
す

（
サ
）



（
10
月
４
日
）

一
昨
四
日
午
之
下
刻
大
地
震
、
御
城
中
御
天
守
櫓
□
□

石
垣
并
御
家
中
屋
敷
町
家
迄
致
大
破
、
然
所
ニ

如
元
様
中
嶋
御
舞
台
被
成
御
座
、
今
朝
迄
も
少
々
宛
地
震

相
や
ミ
不
申
候
、
依
之
昨
夜
は
御
舞
台
ニ
御
寝
被
為
成
候

一
右
地
震
以
後
潮
時
不
成
高
潮
両
度
迄
満
申
候
付
、
被
遊

御
見
合
、
上
原
迄
も
可
被
成
と
被　

仰
出
候
、
然
共
早
速
潮
引
申
候
、

其
後
又
潮
満
申
候
、
是
又
早
速
引
落
申
候
、
①
依
之
御
か
中

妻
子
共
・
町
人
共
上
野
原
へ
立
退
申
候

解
読
文
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「
杵
築
町
役
所
日
記
」
（
杵
築
市
立
図
書
館
）

現
代
語
訳

①
未
之
刻
（
昼
２
時
頃
）
よ
り
亥
之
刻
（
夜
10
時
頃
）
ま

で
に
、
波
が
四
度
満
ち
ま
し
た
。
四
度
目
の
は
、
風
雨

に
よ
り
大
形
浜
ま
で
波
が
上
が
り
ま
し
た
。

②
子
ノ
刻
（
夜
12
時
頃
）
に
一
度
、
四
度
目
の
二
割
程
劣
り

③
丑
上
刻
（
夜
１
時
過
ぎ
）
に
一
度
、
半
分
程
満
ち
て
そ

　

の
ま
ま
引
き
ま
し
た
。

現
代
語
訳

①
家
中
（
家
臣
）
の
妻
・
子
供
や
町
人
達
は
上
野
原
へ
立

　

ち
退
き
ま
し
た
。

【1】【2】

﹇
府
内
・
杵
築
城
下
を
襲
っ
た
津
波
﹈

　

府
内
（
大
分
）
は
、
大
地
震
に
よ
っ
て
城
や
家
臣
達
の

屋
敷
な
ど
、
建
物
が
壊
れ
る
被
害
が
出
ま
し
た
。
そ
し

て
、
津
波
に
関
し
て
は
、
大
き
な
も
の
で
は
な
か
っ
た
よ

う
で
す
が
、
２
回
波
が
押
し
寄
せ
ま
し
た
。
そ
れ
で
家
中

（
家
臣
）
の
妻
・
子
供
や
町
人
達
は
上
野
原
へ
避
難
し
ま

し
た
。

　

杵
築
も
大
き
な
津
波
で
は
な
か
っ
た
よ
う
で
す
が
、
６

回
波
が
押
し
寄
せ
、
４
回
目
の
波
は
風
雨
の
影
響
も
あ
っ

て
浜
ま
で
潮
が
上
が
る
危
険
な
状
況
で
し
た
。

　

府
内
を
襲
っ
た
地
震
と
津
波
に
つ
い
て
は
「
府
内
藩
記

録
」
に
、
杵
築
は
「
杵
築
町
役
所
日
記
」
に
記
録
さ
れ
て

い
ま
す
。

「
府
内
藩
記
録　

甲
15
」

府
内
図
（
「
豊
後
国
志
」
附
図
「
大
分
郡
」（
部
分
）
）

右
端
下
に
「
此
辺
旧
陸
地
慶
長
元
年
地
震
之
災
悉
ク
海
ト
ナ

ル
」
と
書
か
れ
て
い
ま
す
。

拡
大
図

上野原

【1】
一
宝
永
四
年
丁
亥
十
月
四
日
午
ノ
下
刻
但
午
ノ
日
也
大
地
震

に
て
、
其
後
少
々
宛
ゆ
り
申
事
、
其
夜
中
迄
十

七
八
度
程
ニ
て
御
座
候
、
右
大
地
震
ニ
て

（
中
略
）

【2】
一
右
同
日
①
未
之
刻
よ
り
亥
刻
迄
、
汐
四
度
満
申
候

但
四
度
目
ハ
先
比
之
風
雨
之
時
分
大
形
浜
ニ
汐
上
ケ
申
候

一
②
子
ノ
刻
ニ
一
度
、
但
四
度
目
ニ
弐
割
程
劣
り
申
候

一
③
丑
上
刻
ニ
一
度
、
但
半
分
程
満
、
其
侭
引
申
候

右
之
通
以
上
六
度
満
申
候

亥
十
月
四
日
丑
ノ
上
刻
迄
汐
満
并
地
震

右
之
通
な
り
、
少
々
宛
之
地
震
十
七
日
迄
、
昼
夜
共
ニ

ゆ
り
や
み
不
申
候
事

解
読
文

（
虫
損
）

か
ち
ゅ
う

こ
と
ご
と



安
政
元
年
（
１
８
５
４
）
の
大
地
震

　

安
政
元
年
の
大
地
震
は
次
の
様
に
震
源
地
が
分
か
れ
ま
す
。

○
11
月
４
日　

遠
州
灘
沖

○　
　

５
日　

紀
伊
半
島
沖
か
ら
四
国
沖
に
か
け
て

○　
　

７
日　

豊
予
海
峡
（
佐
賀
関
と
愛
媛
県 

佐
田
岬
の
間
）

連
続
的
に
起
こ
っ
た
大
地
震
で
し
た
。

　

と
く
に
５
日
の
大
地
震
で
は
、
宝
永
４
年
の
大
地
震
同
様
、

大
分
県
で
は
県
南
地
域
を
中
心
に
大
き
な
揺
れ
と
津
波
が
襲
い

ま
し
た
。
７
日
の
地
震
は
大
き
な
津
波
は
起
き
て
い
ま
せ
ん

が
、
揺
れ
は
激
し
か
っ
た
よ
う
で
す
。

と
東
風
網
代
の
太
七
方
前
ま
で
到
達
し
ま
し
た
。

②
大
庄
屋
の
屋
敷
は
床
下
ま
で
の
波
で
、
畳
は
濡
れ
ま

　

せ
ん
で
し
た
。

③
浦
代
浦
で
は
、
女
性
が
一
人
溺
死
し
ま
し
た
が
、
村
中

　

の
人
々
は
養
福
寺
へ
避
難
し
ま
し
た
。

─ 9 ─

現
代
語
訳

①
色
利
浦
で
は
平
常
の
満
潮
よ
り
九
尺
（
約
2.7
ｍ
）
高
い

津
波
で
し
た
。
一
番
目
の
津
波
は
元
屋
敷
水
神
前
ま
で

【1】
一　

四
日　

辰
下
刻　

地
震　

潮
満
干
数
度
有
之

一　

五
日　

甲
（
申
）
下
刻　

大
地
震　

高
潮　

度
数
不
詳

①
色
利
浦
平
生
満
潮
よ
り
九
尺

壱
番
潮
元
屋
敷
水
神
前　
　
　
　

東
風
網
代
太
七
方
前
迄　
　
　
　

②
大
庄
屋
所
床
下
迄
、
畳
濡
不
申

荷
物
後
ノ
山
へ
持
運
ひ
、
大
庄
屋
、
皆
合
、
召
仕
之
者

男
女
四
五
人
相
残
、
山
へ
致
小
屋
掛
居
候
、
家
内
小
供

ハ
西
谷
孫
右
衛
門
方
へ
逃
行
候

【2】
一　

村
方
不
残
最
寄
之
山
端
へ
逃
去
、
致
小
屋
掛
候

但
、
東
風
網
代
ハ
廣
岡
、
中
江
ハ
尾
は
な
并
ニ
薬
師
庵
ノ
上

（
中
略
）

【3】
一　

六
日　

晴
天
北
風

一　

浦
代
・
竹
ノ
浦
・
小
浦
へ
見
分
ニ
罷
越
候
、
右
三
ヶ
浦
も
同
様

　
　

地
震
高
汐
有
之
候

一
③
浦
代
、
溺
死
女
壱
人
、
村
中
ハ
養
福
寺
へ
逃
れ

（
中
略
）

【4】
一　

七
日　

今
晩
よ
り
雨
曇

一　

巳
ノ
上
刻
大
地
震
、
今
日
之
ゆ
り
ニ
て
、
所
々
石
垣

　
　

崩
れ
候
、
御
城
山
表
大
崩
れ
候
由
、
致
承
知
候

解
読
文

「
嘉
永
七
年
甲
寅
年
十
一
月　

色
利
浦
文
書
」
（
個
人
）

【1】

【2】【3】【4】

﹇
米
水
津
を
襲
っ
た
津
波
﹈

　

色
利
浦
で
は
満
潮
時
の
海
面
よ
り
約
2.7
ｍ
の
高
さ
の
津

波
が
押
し
寄
せ
ま
し
た
。
津
波
は
数
度
押
し
寄
せ
た
よ
う

で
す
。
最
初
の
津
波
は
、
元
屋
敷
水
神
前
ま
で
と
東
風
網

代
の
太
七
方
前
ま
で
到
達
し
た
と
記
録
さ
れ
て
い
ま
す
。

元
屋
敷
に
あ
っ
た
大
庄
屋
の
屋
敷
は
宝
永
４
年
の
津
波
で

流
さ
れ
た
の
で
、
高
台
へ
移
し
て
い
ま
し
た
。
そ
の
た
め

こ
の
地
震
で
は
大
庄
屋
の
屋
敷
は
床
下
浸
水
で
済
み
ま
し

た
。

　

浦
代
浦
で
は
、
女
性
が
一
人
家
に
服
を
取
り
に
帰
っ
た

た
め
溺
死
し
ま
し
た
が
、
他
の
村
人
た
ち
は
宝
永
４
年
の

経
験
を
活
か
し
て
養
福
寺
へ
避
難
し
ま
し
た
。

　

こ
う
し
た
状
況
に
つ
い
て
は
、
色
利
浦
の
塩
月
家
が
記

録
を
残
し
て
い
ま
す
。

大庄屋屋敷跡辺り（安政の頃）柏之浦
村の伝承で藻が引っ掛かったと言われる楠木
（当時の楠木ではなく、同じ位置にある楠木
といわれています。）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

も
と 

や 

し
き
す
い
じ
ん
ま
え　
　
　
　
　
　

  

こ　

ち　

あ

じ
ろ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

  

ひ
と
り

　
　
　
　

で
き 

し

あ
ん  

せ
い
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現
代
語
訳

①
暮
方
前
に
津
波
が
押
し
寄
せ
る
と
言
い
、
一
同
騒
動
に

な
り
、
城
下
町
の
半
分
以
上
の
人
々
は
、
城
山
を
始
め

山
ぎ
わ
の
お
米
蔵
、
養
賢
寺
あ
る
い
は
家
臣
の
屋
敷
な

ど
所
々
へ
避
難
し
ま
し
た
。

②
（
津
波
の
）
波
先
は
、
諸
木
方
（
現
佐
伯
セ
ン
ト
ラ
ル

ホ
テ
ル
）
前
の
道
で
深
さ
は
二
尺
五
寸
（
約
75
㎝
）
の

泥
水
が
上
が
り
ま
し
た
。

③
山
崎
四
郎
治
へ
武
具
方
の
一
人
を
附
け
て
、
五
拾
目
異

風
筒
一
挺
持
た
せ
て
松
ヶ
鼻
へ
出
向
か
せ
、
も
し
津
波

が
打
ち
寄
せ
た
ら
、
知
ら
せ
の
為
に
無
玉
に
て
打
ち
な

さ
い
と
命
令
し
ま
し
た
。

【1】　

十
一
月
四
日　

晴
天

一　

朝
四
ツ
時
前
頃
地
震
大
分
之
動
ニ
シ
テ
至
て
長
し 

跡
無
事

（
中
略
）

　
　
　

同
五
日　

晴

（
中
略
）

【2】
一
夕
七
ツ
過
頃
未
曾
有
之
大
地
震
ニ
て
御
家
中
下
方

市
中
と
も
居
家
・
土
蔵
等
崩
れ
且
家
根
・
壁
等
之
破
損

数
多
有
之

　

一
①
暮
方
前
津
波
打
来
ル
と
申
一
統
騒
立
、
御
城
下
市
中

過
半　

御
城
山
始
山
際
御
米
蔵
且
養
賢
寺
或
ハ
御
家

中
屋
敷
所
々
江
立
退
、 

尤
②
波
先
諸
木
方
前
往
来
筋

【3】　

深
弐
尺
五
寸
程
泥
水
上
ル
、
無
程
干
又
満
ル
、
六
日
暁
七
ツ
頃
迄

之
間
都
合
八
度
之
内
初
波
二
度
目
迄
ニ
て
夫
よ
り
水
勢
次
第
ニ

劣
候
、
暁
方
迄
地
震
拾
壱
・
弐
度
程
其
中
ニ
四
ツ
過
・
九
ツ
過

両
度
大
分
之
動
明
方
水
ニ
ゴ
リ
気
薄
く
成
、
地
震
も

間
遠
ニ
相
成
候
ニ
付
、
立
退
之
面
々
追
々
帰
宅
向
ノ
嶋
田
畑

諸
木
方
近
辺
迄
も
両
三
度
程
汐
込
ニ
成

　

一
右
之
通
暮
方
立
騒
候
ニ
付
、
御
家
老
中
始
御
役
々

火
事
支
度
ニ
て
追
々
登 

城
之
上
、
小
頭
③
山
崎
四
郎
治
江

御
武
具
方
附
壱
人
差
添
、
五
拾
目
筒
異
風
壱
挺
為
持

【4】　

松
ヶ
鼻
江
出
張
、
若
跡
波
打
寄
候
ハ
ヽ
、
知
ら
せ
の
た
め
無
玉

解
読
文

「
郡
方
町
方
御
用
日
記
」
（
佐
伯
市
教
育
委
員
会
）

【1】【2】

【3】【4】

﹇
佐
伯
城
下
を
襲
っ
た
津
波
﹈

　

地
震
が
発
生
し
た
後
、
沖
合
が
高
波
に
な
り
、
町
中
で

津
波
が
来
る
と
騒
ぎ
に
な
り
ま
し
た
。
城
下
町
の
人
々
は

城
山
や
山
ぎ
わ
に
あ
る
藩
の
米
蔵
や
養
賢
寺
・
家
臣
の
屋

敷
へ
と
避
難
し
ま
し
た
。
最
初
の
津
波
は
川
を
さ
か
の
ぼ

り
、
諸
木
方
（
諸
木
役
所
、
現
佐
伯
セ
ン
ト
ラ
ル
ホ
テ
ル
辺

り
、
ホ
テ
ル
前
の
道
は
川
で
し
た
）
へ
と
到
達
し
、
川
沿
い

の
道
へ
と
あ
ふ
れ
だ
し
ま
し
た
。
そ
の
高
さ
は
約
75
㎝
と
、

勢
い
が
あ
れ
ば
人
が
立
っ
て
い
ら
れ
な
い
程
で
し
た
。

　

藩
は
津
波
へ
の
対
策
と
し
て
、
松
ヶ
鼻
に
大
筒
（
大

砲
）
を
持
た
せ
た
見
張
り
番
を
置
き
、
津
波
が
来
た
ら
玉

を
込
め
ず
に
空
砲
で
知
ら
せ
る
よ
う
に
命
令
し
ま
し
た
。

ま
た
、
宝
永
４
年
の
大
地
震
を
教
訓
に
し
て
、
城
を
開
放

し
て
人
々
の
避
難
場
所
と
し
ま
し
た
。

　

宝
永
４
年
に
築
か
れ
た
大
土
手
（
堤
防
）
の
外
は
「
水

一
面
」
に
な
っ
た
と
記
録
さ
れ
て
い
ま
す
の
で
、
大
土
手

が
津
波
を
防
ぎ
、
城
下
は
無
事
だ
っ
た
よ
う
で
す
。

　

一
方
、
震
源
地
に
少
し
近
い
蒲
江
浦
で
は
、
津
波
が
人

家
を
襲
い
、
床
上
浸
水
し
ま
し
た
。

　

こ
う
し
た
状
況
は
、
佐
伯
藩
の
村
や
浦
、
町
の
こ
と
を

書
き
と
め
た
「
郡
方
町
方
御
用
日
記
」
や
藩
政
の
記
録

「
御
用
日
記
」
に
詳
し
く
書
か
れ
て
い
ま
す
。

佐
伯
城
下
町　

絵
図

ニ
て
打
候
様
被
申
付
候
、
夫
よ
り
御
家
老
中
始
御
役
々
会
所
江

相
揃
四
ツ
時
過
退
出
、
御
家
老
中
御
番
頭
ハ
直
ニ
引
取
候
、

当
役
御
目
付
は
内
河
筋
・
諸
木
方
前
・
住
吉
辺
・
船
頭
町

川
筋
立
廻
り
候
処
、
追
々
水
勢
劣
為
差
義
無
之
ニ
付

夫
よ
り
帰
宅

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

よ
う
け
ん 

じ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

か
ま  

え  

う
ら
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対
応
を
も
っ
て
、
大
手
と
搦
手
の
門
を
開
き
、
家
中
な

ら
び
に
町
人
の
者
達
が
逃
げ
て
く
る
な
ら
ば
城
内
へ
も

入
れ
な
さ
い
。

③
申
ノ
下
刻
（
４
時
過
ぎ
）、
に
わ
か
に
津
波
が
川
内
に

　

入
り
込
み
枡
形
・
大
土
手
の
外
は
水
一
面
に
な
り
、
市

　

中
は
大
騒
ぎ
に
な
り
ま
し
た
。

④
（
蒲
江
浦
は
）
五
日
夕
申
ノ
刻
（
４
時
頃
）
に
大
地
震

が
あ
り
程
な
く
津
波
、
平
常
よ
り
六
、
七
尺
余
（
約
1.8

〜
２
ｍ
）
満
ち
上
が
り
大
庄
屋
の
家
を
始
め
、
土
地
が

低
い
場
所
の
家
の
半
分
程
は
床
よ
り
五
、
六
寸
（
15
〜

18
㎝
）
潮
が
付
き
ま
し
た
。

現
代
語
訳

①
沖
合
が
、
高
波
で
、
市
中
の
人
々
が
不
安
な
の
で
、
先

年
の
対
応
を
も
っ
て
、
津
波
の
合
図
と
し
て
大
筒
を
持

た
せ
、
蟹
田
坂
・
中
村
外
へ
小
頭
と
足
軽
を
差
し
向
け

ま
し
た
。

②
万
一
大
地
震
と
津
波
が
あ
る
な
ら
ば
、
宝
永
四
亥
年
の

【1】
一
昨
四
日
朝
五
ツ
半
時
頃
軽
き
致
地
震
、
沖
合
汐
不
時

満
引
有
之
不
穏
趣
之
処
、
今
夕
申
之
中
刻
大

地
震
、
①
沖
合
高
波
ニ
て
市
中
人
気
不
穏
候
ニ
付
、
先

年
之
御
当
り
を
以
、
津
波
為
相
図
大
筒
持
せ
、

蟹
田
坂
・
中
村
外
江
小
頭
并
足
軽
共
差
遣
、
人

気
相
鎮
可
申
哉
と
儀
右
衛
門
江
申
達
候
処
、
其
通

申
聞
候
ニ
付
、
火
之
廻
之
面
々
并
手
附
見
廻
方

足
軽
共
市
中
立
廻
候
様
申
付
候

　

一
②
万
一
此
上
大
地
震
・
津
波
等
有
之
候
ハ
ヽ
、
宝
永

四
亥
年
之
御
当
り
を
以
、
大
手
榒
御
門
開
之
、

御
家
中
并
市
中
之
者
共
立
退
候
ハ
ヽ
、

【2】　

御
城
内
江
入
可
申
哉
と
儀
右
衛
門
江
申
達
候
処
、

其
通
申
聞
候
ニ
付
、
夫
々
江
申
渡
候

　

一
③
申
ノ
下
刻
、
俄
ニ
高
汐
川
内
ニ
込
入
、
枡
方
大
土
手

外
水
一
面
ニ
相
成
、
市
中
大
ニ
致
騒
動
、

御
城
内
且　

御
城
山
最
寄
江
皆
々
逃
登
、
人

気
致
恐
怖
候
ニ
付
、
私
共
始
列
座
御
役
人
共
早
速

川
筋
江
罷
越
致
見
分
候
処
、
汐
折
々
急
ニ
満
引

有
之
、
度
々
致
地
震
、
益
騒
立
候
故･･･

（
中
略
）

【3】　
　
　
　

同
七
日　

朝
雨
天
、
夫
よ
り
曇

【4】
一
昨
夜
よ
り
今
日
も
度
々
地
震
震
動
之
処
、
今
朝
巳
ノ
上
刻

去
ル
五
日
之
地
震
よ
り
も
一
層
烈
敷
地
震
、
大
破
之
家
居

又
々
潰
、
或
倒
申
候
、
尤
御
城
下
并
市
中
怪
我
人
等
は
無

御
座
、
在
浦
之
儀
は
未
一
向
相
分
不
申
、
浦
々
高
浪
之
趣
ニ

御
座
候

（
中
略
）

【5】
一
④
蒲
江
浦
御
番
人
黒
田
慎
吾
よ
り
去
ル
五
日
夕
申
ノ
下
刻

大
地
震
無
程
高
汐
、
平
常
よ
り
六
・
七
尺
余
満
上
り

【6】　

大
庄
屋
所
始
、
村
中
地
低
之
人
家
半
方
程
は
床
よ
り

五
六
寸
丈
汐
付
、
其
外
浜
辺
畑
過
分
汐
込
ニ
相
成
申
候
、

人
牛
馬
別
条
無
御
座
候
段
役
人
共
申
出
候
、
地
震
其
後

相
止
不
申
候
得
共
、
御
番
所
并
御
武
器
等
無
後
別
条
段

御
用
状
を
以
申
越
候
付
、
儀
右
衛
門
江
申
達

解
読
文

「
御
用
日
記
」
（
佐
伯
市
教
育
委
員
会
）

【1】【2】【3】【4】【5】【6】

蒲
江
浦　

遠
景

（
搦
）
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現
代
語
訳

①
程
な
く
沖
が
鳴
動
し
て
津
波
が
打
ち
寄
せ
て
来
て
、
辻

の
井
戸
辺
り
な
ど
に
洪
波
（
津
波
）
打
ち
上
げ
、
堀
の

桂
石
な
ど
に
打
ち
返
し
て
道
を
洗
い
崩
し
、
大
手
門
の

内
外
へ
も
押
し
寄
せ
、
祇
園
洲
の
半
分
以
上
も
同
様
、

地
面
が
低
い
と
こ
ろ
で
は
、
道
を
通
る
こ
と
も
出
来
ま

せ
ん
。

②
そ
れ
で
、
御
門
内
に
住
居
が
あ
る
者
は
家
内
ま
で
お
城

の
中
へ
避
難
し
、
御
門
の
外
と
海
沿
い
の
も
の
は
地
高

き
場
所
に
あ
る
堂
・
宮
・
畑
へ
登
り
ま
し
た
。

【1】　

五
日　

晴
申
ノ
半
刻
過
大
地
震

　

一
今
申
ノ
半
刻
過
地
震
不
一
方
大
動

御
城
中
所
々
御
破
損
所
有
之

御
城
下
方
々
大
破
ニ
付
、
両
月
番
始
何
も
追
々

解
読
文

登　

城

慶
昌
院
様
江
は
御
内
所
御
立
退
、
御
花
畑
江

被
成
御
座
候
付
、
何
も
罷
出
御
機
嫌
相
伺
之

御
用
人
代
り
合
相
詰
、
①
無
程
沖
鳴
動
洪
波

打
寄
来
辻
井
戸
辺
等
打
揚
ケ
、
御
堀
桂
石
等

【2】　

打
返
し
道
洗
ひ
崩
シ
、
大
手
御
門
内
外
も
汐
込
入

祇
園
洲
過
半
同
様
地
低
之
場
所
は
通
路
難

出
来
、
②
右
ニ
付
御
門
内
住
居
之
面
々
家
内
迄

御
城
中
江
立
退
、
御
門
外
海
辺
之
類
は
地

高
之
場
所
堂
・
宮
・
畑
江
馳
登
り
、
其
後
も
沖
鳴

潮
差
引
繁
々
震
り
不
穏
、
一
統
騒
動
甚
敷

食
事
等
難
渋
ニ
付

御
城
下
之
分
江
握
飯
・
粥
等
御
救
被
下
、
御
台
所

且
町
酒
家
等
ニ
て
炊
出
申
付
之

「
御
会
所
日
記
」
（
臼
杵
市
教
育
委
員
会
）

【1】【2】
﹇
臼
杵
を
襲
っ
た
津
波
﹈

　

沖
で
音
が
鳴
り
、
津
波
が
打
ち
寄
せ
て
来
て
、
辻
の
井

戸
辺
り
や
大
手
門
付
近
（
現
大
分
銀
行
付
近
）
の
内
外
に

海
水
が
あ
ふ
れ
、
祇
園
洲
一
帯
も
ほ
ぼ
水
没
し
て
し
ま
い

ま
し
た
。
そ
し
て
地
面
が
低
い
と
こ
ろ
で
は
、
道
を
通
る

こ
と
も
出
来
な
く
な
り
ま
し
た
。
そ
れ
で
、
御
門
（
大
手

門
）
の
中
に
住
む
者
は
城
へ
避
難
し
、
御
門
の
外
や
海
沿

い
の
住
人
は
、
高
い
場
所
に
あ
る
お
堂
や
お
宮
、
畑
へ
避

難
し
ま
し
た
。

　

こ
の
津
波
の
様
子
と
、
被
害
、
避
難
状
況
は
、
臼
杵
藩

の
「
御
会
所
日
記
」
に
記
録
さ
れ
て
い
ま
す
。

※

（
辻
の
井
戸
・
大
手
門
・
祇

　

園
洲
な
ど
の
場
所
は
７
頁
の

　

絵
図
を
参
考
に
し
て
下
さ
い
）

辻の井戸

臼杵城

　園洲　遠景
臼杵城より現在の祇園洲を望む。

ぎ
お
ん
の
す



手
永
も
同
様
で
し
た
。
ま
た
臼
杵
城
下
に
高
波
が

起
こ
り
、
家
が
潰
れ
城
に
も
被
害
が
あ
り
ま
し
た
。

六
日　

十
余
度
余
震
、
一
度
強
い
地
震
が
起
こ
り
ま
し
た
。

七
日　

小
雨　

今
朝
五
ツ
半
過
四
ツ
前
に
大
地
震
、
五
日

　
　
　

の
地
震
よ
り
は
少
し
軽
く
ゆ
れ
も
短
か
い
。

鶴
崎
か
ら
の
報
告
で
は
、
朝
五
ツ
半
頃
二
度
揺
れ

た
が
格
別
強
く
は
な
く
、
五
ツ
半
過
ぎ
頃
に
大
地

震
。
高
田
山
奥
軽
く
、
関
も
少
し
軽
く
、
野
津
原

は
御
茶
屋
の
柱
が
狂
い
梁
等
が
損
じ
ま
し
た
。
三

佐
の
奉
行
は
千
歳
の
山
に
登
り
、
男
女
も
残
ら
ず

登
り
ま
し
た
。
佐
伯
で
は
高
潮
が
平
常
よ
り
一
丈

八
尺
余
り
高
い
高
潮
が
襲
い
ま
し
た
。
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現
代
語
訳

①
潰
れ
た
家
が
勢
家
・
生
石
・
駄
原
で
お
お
よ
そ
二
百
軒

く
ら
い
、
即
死
は
六
人
で
怪
我
人
は
数
知
れ
ず
、
柳
町

で
は
潰
れ
た
家
が
二
軒
焼
失
し
ま
し
た
。

②
こ
の
地
震
で
、
杵
築
・
日
出
は
何
事
も
な
く
、
別
府
は

五
、
六
軒
潰
れ
た
家
が
あ
り
、
萩
原
は
別
し
て
大
破
、

長
久
寺
も
潰
れ
ま
し
た
。
乙
津
の
後
藤
今
四
郎
（
碩

田
）
の
妻
と
娘
が
亡
く
な
り
、
角
力
取
四
人
も
即
死
し

ま
し
た
。
鶴
崎
辺
り
も
同
様
に
大
地
震
、
佐
賀
関
は
別

条
な
い
と
聞
い
て
い
ま
す
。

「
恕
齋
日
録
」
は
十
一
月
五
日
〜
七
日
の
現
代
語
訳
（
要
約
）

の
み
紹
介
し
ま
す
。

五
日　

晴　

夕
方
七
ツ
半
頃
か
ら
揺
れ
出
し
次
第
に
強

　
　
　

く
な
り
ま
し
た
。

熊
本
藩
内
で
倒
家
が
あ
り
各
地
で
被
害
、
圧
死
総

数
四
人
で
、
内
国
中
で
一
人
、
鶴
崎
で
は
三
人
。

鶴
崎
に
あ
る
熊
本
藩
御
茶
屋
の
玄
関
や
太
鼓
櫓
等

が
壊
れ
ま
し
た
。
報
告
で
は
圧
死
二
人
、
怪
我
人

は
沢
山
お
り
、
各
地
の
状
況
は
野
津
原
は
軽
く
、

高
田
山
奥
で
は
家
か
ら
逃
げ
出
す
程
も
無
く
、
関

「
広
瀬
久
兵
衛
日
記
」
（
廣
瀬
資
料
館
）

【1】【2】【3】【4】【1】　

十
一
月
四
日
晴

解
読
文

【2】　

十
一
月
五
日
晴
申
中
刻
大
地
震　

汐
数
度
満
干
有
之

【3】　

（
中
略
）

夕
刻
又
二
度
震
其
後
少
々
宛
四
五
度

御
家
中
惣
体
半
潰
、
御
米
蔵
三
ヶ
所
潰
、
町
中
も
惣
体
大
破
損
、

①
潰
家
勢
家
生
石
駄
原
迄
ニ
て
凡
弐
百
軒
程
、
即
死
六
人

怪
我
人
は
数
不
知
、
柳
町
潰
家
弐
軒
焼
失
、
増
田
氏
馬
即
死
、

前
代
未
聞
の
大
変
ニ
付
即
刻
江
戸
表
へ
も
急
御
用
状

御
差
立
ニ
相
成
候
事

【4】　

（
十
一
月
六
日
）

（
中
略
）

一
②
此
節
之
地
震
木
付
日
出
は
何
事
も
無
之
由
、
別
府
は
五
六
軒

潰
家
出
来
候
由
、萩
原
別
て
大
破
、長
久
寺
も
潰
れ
候
由
、乙
津

後
藤
今
四
郎
家
内
娘
共
死
去
、
外
ニ
角
力
共
四
人
即
死
の
由

鶴
崎
辺
も
同
様
大
地
震
の
由
、
佐
賀
関
は
別
条

無
之
旨
相
聞
候
事

﹇
各
地
を
襲
っ
た
地
震
﹈

　

府
内
で
は
潰
れ
た
家
が
勢
家
・
生
石
・
駄
原
で
お
お
よ

そ
２
０
０
軒
く
ら
い
。
即
死
は
６
人
、
怪
我
人
は
数
知
れ

ず
。
柳
町
で
は
潰
れ
た
家
が
２
軒
焼
失
し
ま
し
た
。
別
府

は
５
、
６
軒
潰
れ
た
家
が
あ
り
、
萩
原
は
大
き
な
被
害
が

あ
り
、
長
久
寺
も
潰
れ
ま
し
た
。
乙
津
の
後
藤
今
四
郎

（
碩
田
）
の
妻
と
娘
が
亡
く
な
り
ま
し
た
。
鶴
崎
で
も
大

き
な
被
害
が
で
て
い
ま
す
。

　

杵
築
で
は
十
一
月
五
日
と
七
日
に
被
害
が
あ
り
、
地
震

の
揺
れ
に
よ
っ
て
人
家
な
ど
が
多
く
倒
壊
し
ま
し
た
。
と

く
に
六
軒
町
な
ど
海
沿
い
の
町
が
被
害
が
大
き
か
っ
た
よ

う
で
す
。
津
波
に
関
し
て
は
、
杵
築
に
大
き
な
波
は
押
し

寄
せ
て
い
ま
せ
ん
が
、
何
度
も
海
面
が
激
し
く
満
ち
引
き

を
繰
り
返
し
、
海
沿
い
の
人
々
は
恐
怖
に
お
の
の
き
逃
げ

惑
い
ま
し
た
。

　

こ
う
し
た
被
害
の
状
況
は
、「
広
瀬
久
兵
衛
日
記
」、
熊

本
藩
士
の
記
録
「
恕
齋
日
録
」、「
杵
築
町
役
所
日
記
」
に

記
録
さ
れ
て
い
ま
す
。

府
内
図
（
「
豊
後
国
志
」
附
図
「
大
分
郡
」（
部
分
）
）

朝
五
ツ
半
過

地
震
暫
昼
後
三
度

例
刻
汐
満
引
去
り
又
八
ツ
時
前

高
汐
満
ル

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

つ
ぶ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

  

い
く
し　
　

  

だ
の
は
る

　

  

せ
き
で
ん

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

じ
ょ
さ
い

（
カ
）



怪
我
人
は
弥
以
壱
人
も
無
之
趣
申
出
候

同
日

　

一
同
夜
地
震
少
々
ツ
ヽ
八
九
度
斗
③
夜
明
迄
潮
満
干

　
　

五
度
有
之
、
差
引
共
至
て
烈
敷
候
事

【4】　

十
一
月
七
日

　

一
雨
天
、
四
ツ
時
又
々
大
地
震
ニ
付
直
様
六
軒
町
江
駈
行
見
候
処
、

五
日
ニ
損
シ
居
候
家
々
不
残
倒
レ
、
人
別
は
船
江
乗
込
又
は
追
手
へ

参
り
、
筵
畳
等
敷
候
て
逃
出
、
下
町
魚
町
よ
り
も
逃
出
居
、
惣
役
所
も

大
破
損
に
て
御
出
勤
之
人
々
御
奉
行
衆
始
皆
々
追
手
へ
御
逃
出
被

成
居
大
混
雑
（
後
略
）
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現
代
語
訳

①
今
朝
の
潮
は
四
合
ほ
ど
潮
が
引
き
、
俄
に
激
し
く
満
ち

　

返
り
大
潮
の
如
く
海
面
が
上
昇
し
ま
し
た
。

②
沖
鳴
り
が
し
て
高
潮
が
満
ち
て
来
る
と
口
々
に
叫
び

（
中
略
）
そ
の
中
、
六
軒
町
よ
り
思
い
が
け
な
い
程
の

潮
が
激
し
く
満
ち
て
き
ま
し
た
。

③
夜
明
け
迄
潮
の
満
ち
引
き
が
五
度
あ
り
、
満
ち
引
き
い

　

た
っ
て
激
し
い
で
す
。

【1】　

十
一
月
四
日

一
今
朝
四
ツ
前
少
し
地
震

　

同
日

一
①
今
朝
之
汐
四
合
程
干
退
候
時
分
、
俄
ニ
烈
敷
満
返
り
大
潮
の
こ
と
く

　

た
ゝ
へ
、
直
様
干
退
候
条
、
珎
事
之
由
、
船
持
共
よ
り
承
り
候
ニ

　

付
留
置

　

十
一
月
五
日

一
七
ツ
半
時
大
分
手
強
地
震
致
候
ニ
付
、
谷
町
よ
り
下
震
強
之
趣
ニ
付

　

見
分
ニ
出
懸
ヶ
候
処
、･･･

（
中
略
）

【2】
一
暮
過
六
軒
町
へ
下
り
居
候
夫
之
者
、
其
外
参
り
合
居
候
者
、
②
沖
鳴
致

高
潮
満
来
り
候
と
口
々
ニ
呼
斗
、
走
帰
り
大
混
雑
不
一
方
、

其
中
六
軒
町
よ
り
不
時
之
潮
烈
敷
満
来
り
、･･･

（
中
略
）

【3】　

同
日

　

一
五
ッ
時
分
六
軒
町
見
廻
り
、
倒
レ
家
并
半
倒
レ
其
外
大
破
之

家
々
、
婦
人
老
人
小
児
と
も
如
何
致
居
候
哉
承
り
調
候
処
、
大
躰
は

船
々
江
乗
せ
置
、
又
は
懇
意
之
先
へ
参
り
居
候
旁
、
先
折
合
居

解
読
文

「
杵
築
町
役
所
日
記
」
（
杵
築
市
立
図
書
館
）

【1】

六軒町　遠景
写真の真ん中あたり川沿いの町が六軒町です。

杵築城　遠景

【2】【3】【4】

杵築城下町図　（「豊後国志」附図「速見郡」（部分））

六軒町



龍
神
池
が
語
る
津
波

　

龍
神
池
は
鶴
見
半
島
の
真
ん
中
あ
た
り
、
南
に
面
し
た
米
水

津
の
間
越
と
い
う
場
所
に
あ
る
池
（
海
跡
湖
）
で
す
。
龍
神
池

の
底
を
掘
っ
て
調
べ
た
と
こ
ろ
、
驚
く
よ
う
な
事
が
わ
か
り
ま

し
た
。
今
か
ら
３
３
０
０
年
の
昔
か
ら
の
津
波
の
記
録
が
あ
っ

た
の
で
す
。
龍
神
池
は
海
に
接
近
し
た
場
所
に
あ
る
た
め
、
こ

こ
を
津
波
が
襲
っ
た
時
に
、
大
量
の
海
砂
が
池
の
底
に
た
ま
っ

て
地
層
を
作
っ
て
い
た
の
で
す
。
こ
の
地
層
の
記
録
か
ら
、
池

に
は
津
波
が
８
回
襲
来
し
た
事
が
わ
か
り
ま
し
た
。
３
３
０
０

年
の
昔
か
ら
の
津
波
の
跡
が
の
こ
っ
て
い
る
の
は
全
国
で
も
こ

こ
だ
け
で
す
。

─ 15 ─

お
お
い
た
の
地
震
と
津
波

│
歴
史
が
鳴
ら
す
警
鐘
│

平
成
26
年
３
月
発
行

編
集
：
大
分
県
立
先
哲
史
料
館　
　
　
　
　

〒
８
７
０
ー
０
０
０
８　
　
　
　
　

大
分
市
王
子
西
町
14
番
１
号　
　

担
当
：
大
津
祐
司　

中
西
秀
樹　
　

　
　
　

松
尾
節
子　

椎
原
理
恵　
　

こ
の
冊
子
は
「
お
お
い
た
の
災
害
教
訓
伝
承
事
業
」
で
作
成

し
ま
し
た
。

地震・津波関係地図

府内
（大分）
府内
（大分）
府内
（大分）

鶴崎鶴崎鶴崎

上関上関上関
佐賀関佐賀関佐賀関

別府別府別府
由布由布由布

日出日出日出
頭成頭成頭成

奈多奈多奈多
神湯洲神湯洲神湯洲

臼杵臼杵臼杵
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